
 

 

藤
松 

  
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
た
な
参
加
団
体 

        

平
成
２
２
年
度
の
空
き
缶
回
収
量 

    

年
間
回
収
量
ベ
ス
ト
５
（
平
成
２
２
年
度
累
計
） 

 
 
 

      
 

 

 

２
０
１
１
年 

 

５
月
号 

 
 

 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

牧
山
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

空
き
缶
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
道
路
沿
い
に
移
動
し
て
か
ら
、

回
収
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
有
難
い
こ
と
に
、
セ
ン
タ

ー
へ
足
を
運
ぶ
方
だ
け
で
な
く
、
地
区
以
外
の
通
勤
途
中

の
方
々
も
空
き
缶
を
持
ち
寄
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

     

毎
年
１
０
月
、
『
み
ん
な
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ
川
ま
つ
り
』

を
開
催
。
牧
山
東
で
最
も
伝
統
が
あ
り
規
模
の
大
き
い

『
ふ
れ
あ
い
事
業
』
で
す
。
元
々
は
川
清
掃
へ
の
青
少
年

参
加
の
お
礼
と
地
域
へ
の
啓
発
を
兼
ね
て
平
成
１
２
年

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
住
民
参
加
の
ま
つ
り
で
、
参
加

者
含
め
来
場
者
６
０
０
名
を
数
え
ま
す
。 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.77 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

 

校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
及
び
市
民
セ
ン
タ
ー
が
で

き
て
１
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
『
健
康
な
ま
ち
・
美
し

い
ま
ち 

な
か
し
ま
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
健
康
づ
く

り
と
環
境
活
動
を
校
区
住
民
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

      
週
２
回
開
催
し
て
い
る
健
康
づ
く
り
は
２
本
柱
。
１
つ

は
、
メ
タ
ボ
改
善
教
室
。
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
、

年
齢
層
を
問
わ
ず
ダ
イ
エ
ッ
ト
体
操
を
開
催
。
も
う
１
つ

は
、
北
九
州
体
操
。
市
が
奨
励
し
て
い
る
体
操
で
、
転
倒

し
な
い
体
づ
く
り
を
目
的
と
し
、
介
護
予
防
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
実
践
し
て
い
ま
す
。 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
７
１
８
０
㎏
】 

牧
山
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
３
３
９
５
㎏
】 

守
恒
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
南
区
）
【
３
０
４
０
㎏
】 

若
松
区
第
３
２
区
自
治
会
（
若
松
区
）【
２
８
９
５
㎏
】 

北
九
州
市
立
赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）【
２
７
９
０
㎏
】 

 

みんなでワッショイ 
川まつり 看板 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
缶
基
金 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

通
信
部 

 北九州市消防音楽隊 「きたきゅうしゅう 

体操」のひとコマ 

メタボ改善教室 

 

資
源
環
境
に
対
す
る
姿
勢
が
、
こ
こ
近
年
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
へ
の
環
境
学
習
の
導
入
、
企
業

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
努
力
な
ど
、
環
境
問
題
に
対

す
る
直
接
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
、
さ
ら

に
は
個
人
個
人
が
小
さ
な
事
で
も
出
来
る
範
囲
で
頑
張
る

こ
と
で
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
化
に
繋
が
り
ま
す
。 

本
取
組
み
は
、
身
近
な
「
空
き
缶
」
を
介
す
こ
と
で
、
子

供
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
方
々
が
手
を
結
び
、
資

源
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
中
継
地
点
に
な
れ
れ
ば
、
と
い
う

想
い
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
通
信
を
「
毎
月
」
発
行
し
、
地
域
情
報
の
発

信
に
努
め
ま
す
。
タ
イ
ム
リ
ー
で
身
近
な
情
報
を
、
さ
ら
に

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
近
況
情
報
も
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

１
７
２
８
９
１
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

北
九
州
市
立
牧
山
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

㈲
ト
ヨ
ト
ミ
運
輸
（
若
松
区
） 

北
九
州
市
立
曽
根
東
小
学
校
（
小
倉
南
区
） 

北
九
州
市
立
高
須
小
学
校
（
若
松
区
） 

福
岡
小
松
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
北
九
州
支
店
（
小
倉
北
区
） 

Ｊ
Ｒ
Ａ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
㈱
（
八
幡
東
区
） 

北
九
州
市
立
鳴
水
小
学
校
（
八
幡
西
区
） 

北
九
州
市
立
皿
倉
小
学
校
（
八
幡
東
区
） 

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
‘
ｓ
【
グ
リ
ー
ン
ズ
】（
戸
畑
区
） 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

藤
松 

  
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
た
な
参
加
団
体 

   

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

    
 

 

 

２
０
１
１
年 

 

６
月
号 

 
 

 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

鞘
ヶ
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

鞘
ヶ
谷
ホ
タ
ル
ま
つ
り
は
、
「
北
九
州
市
３
大
ホ
タ
ル

ま
つ
り
」・「
戸
畑
３
大
ま
つ
り
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

５
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
中
で
ホ
タ
ル
が
生
息
す

る
点
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
元
々
、
生
活
排
水
で
濁

っ
た
ど
ぶ
川
を
「
ホ
タ
ル
の
住
め
る
川
に
育
て
た
い
」
と

の
思
い
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
ま
す
。 

     

平
成
１
３
年
、
ホ
タ
ル
全
滅
の
危
機
に
直
面
。
地
元
の

会
を
中
心
に
、
人
工
的
な
飼
育
補
助
を
要
し
な
い
程
に
回

復
。
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
地
域
の
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
地
域
住
民
で
仲
良
く
形
成
し
て
い
ま
す
。 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.78 

牧
山
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

 

地
域
の
力
で
地
域
の
こ
ど
も
を
育
て
る
。
昨
年
テ
ス
ト

導
入
し
た
「
通
学
学
習
」
を
今
年
本
格
導
入
し
ま
す
。
１

週
間
、
２
０
～
３
０
人
の
小
中
学
生
が
セ
ン
タ
ー
に
泊
り

学
校
へ
通
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
子
供
の
手
の
み
で
行
う

こ
と
で
、
自
然
に
対
す
る
体
験
や
、
人
対
人
と
の
生
活
体

験
の
『
場
』
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

     
 

戸
畑
区
で
Ｖ
９
。
１
月
開
催
の
「
い
き
い
き
輪
投
げ
大

会
」
で
、
過
去
９
年
間
負
け
な
し
。
地
道
な
練
習
を
重
ね

る
こ
と
で
強
い
絆
が
で
き
、
地
域
の
団
結
力(

チ
ー
ム
ワ
ー

ク)

の
強
さ
が
連
勝
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

ホタルまつり 
（会場風景） 

 

 

牧
山
市
民
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

職
員
の
皆
さ
ん 

 ホタルまつり 
（ステージ） 

「いきいき輪投げ大

会」のひとコマ 

健康ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(ﾚｸ・健 

康診断等がｾｯﾄの行事) 

 

『
御
馬
橋
（
お
う
ま
ば
し
）』
（
戸
畑
区
） 

 

江
戸
時
代
中
期
、
飛
幡
（
現
戸
畑
）
は
人
口
三
千
人
の
農

業
と
漁
業
を
中
心
と
し
た
村
で
、
筑
前
と
豊
前
の
国
境
に
位

置
し
、
交
通
の
要
所
で
し
た
。 

 

牧
場
を
営
ん
で
い
た
牧
山
地
区
か
ら
多
く
の
名
馬
が
生

み
出
さ
れ
ま
し
た
。
名
馬
で
名
高
い
、
源
頼
朝
の
愛
馬
「
す

る
す
み
」
も
牧
山
地
区
で
産
出
さ
れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

    
 

 

ま
だ
生
ま
れ
て
間
も
な
い
仔
馬
を
生
産
馬
と
し
て
売
買

し
、
売
買
先
の
馬
主
に
引
き
渡
す
場
所
が
、
こ
の
橋
で
し
た
。

本
橋
の
上
で
親
子
が
引
き
離
さ
れ
た
経
緯
と
、
牧
山
産
の
名

馬
が
多
く
生
産
さ
れ
た
経
緯
よ
り
「
御
馬
橋
」
と
命
名
さ
れ

た
記
述
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
会
の
冠
（
す
る
す
み
子
ど
も
会
）
や
、
牧
山
の
代

名
詞
（
馬
）
と
し
て
様
々
な
形
で
受
け
継
が
れ
て
言
い
ま
す
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

１
３
８
４
１
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

九
州
日
立
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱ 

小
倉
事
業
所
（
小
倉
北
区
） 

コ
マ
ツ
建
機
販
売
㈱ 

北
九
州
支
店
（
八
幡
西
区
） 

 

 

 

 

 

  

 
市民センターの看板 

古くから残されてい

る親柱と石碑(由来) 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
５
８
０
㎏
】 

社
会
福
祉
法
人 

ま
ど
か
（
若
松
区
）【
４
２
０
㎏
】 

北
九
州
市
立
赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）【
３
２
０
㎏
】 



 

  
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

    
 

 

 

２
０
１
１
年 

 

７
月
号 

 
 

 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

大
里
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
門
司
区
） 

皆
で
楽
し
く
行
事
を
行
い
な
が
ら
、
大
里
南
校
区
の
『
思

い
や
り
』
を
基
本
と
し
た
伝
統
を
継
承
し
て
い
ま
す
。
校

区
内
の
新
九
郎
公
園
で
は
「
ど
ん
ど
焼
き
」
を
開
催
。
近

場
に
戸
上
神
社
が
あ
っ
て
も
昔
か
ら
続
い
て
い
る
場
所
で

す
。
ま
た
、
年
の
暮
れ
、
子
供
さ
ん
達
が
も
ち
を
搗(

つ)

き
、
で
き
た
て
の
素
餅
を
食
べ
、
搗
い
た
餅
は
年
配
者
の

お
宅
す
べ
て
に
配
布
さ
れ
ま
す
。 

     

文
化
祭
で
は
、「
地
域
枠
」
と
「
ク
ラ
ブ
枠
」
と
に
分
け

て
芸
能
発
表
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、『
ナ
イ
ス
親
父
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
、
地
元
高
校

生
が
製
作
し
た
特
大
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
、
ス
ポ
ッ
ト

参
加
あ
り
の
校
区
を
あ
げ
て
の
お
祭
り
で
す
。 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.79 

小
森
江
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
門
司
区
） 

 

 

風
師
山
を
背
景
に
関
門
海
峡(

花
火)

を
一
望
で
き
る
景

勝
地
で
す
が
、
海
岸
か
ら
山
沿
い
の
丘
陸
地
に
住
宅
が
立

地
し
、
坂
道
が
多
く
年
長
者
に
は
つ
ら
い
生
活
環
境
の
た

め
、
引
き
籠
り
が
ち
な
年
長
者
が
多
い
の
も
実
情
で
す
。 

      
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
で
、
『
ふ
れ
愛
サ
ロ
ン
』
を

毎
月
１
回
、
１
つ
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
開
催
。
「
校
区
の

歴
史
を
語
ろ
う
」
が
大
変
好
評
だ
っ
た
た
め
、
テ
ー
マ
を

「
校
区
の
…
」
の
１
本
に
絞
り
、
昨
年
９
月
か
ら
継
続
中
。 

  

 

文化祭２ 
（太鼓） 

 

 

文化祭１ 
（絵本読み） 

「歴史を語ろう!」 

のひとコマ① 

「歴史を語ろう!」 

のひとコマ② 

 

『
ご
ん
ぞ
う
の
町
／
小
森
江
東
』（
門
司
区
） 

 

昔
、
門
司
で
１
番
元
気
な
ま
ち
で
人
口
も
多
か
っ
た
、
と

ふ
れ
愛
サ
ロ
ン
で
声
が
上
が
り
ま
す
。 

 

明
治
２
４
年
、
門
司
港
駅
の
開
通
に
伴
い
、
筑
豊
の
石
炭

は
門
司
港
駅
を
経
由
し
、
門
司
港
の
岸
壁
か
ら
輸
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
２
９
年
、
石
炭
の
輸
出
で
全
国

１
位
、
全
国
で
扱
う
量
の
半
数
を
送
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
港
湾
労
働
者
（
船
へ
積
み
込
む
荷
役
）
は
、
『
ご
ん
ぞ

う
』
と
呼
ば
れ
、
門
司
区
の
人
口
が
２
万
３
千
人
の
時
代
に

６
０
０
０
人(

２
５
％)

を
数
え
、
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。 

 
 門

司
に
行
け
ば
食
う
こ
と
に
困
ら
な
い
。
門
司
こ
そ
が
新

天
地
。
そ
の
当
時
、
近
県
か
ら
ど
っ
と
人
が
集
ま
り
、
反
対

に
、
門
司
生
え
抜
き
の
『
ご
ん
ぞ
う
』
は
６
分
の
１
も
満
た

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
九
州
内
だ
け
で
な
く
、
中
国
・
四
国

地
方
か
ら
の
“
出
身
者
”
も
門
司
港
を
支
え
て
い
ま
し
た
。 

栄
え
た
要
因
と
し
て
も
う
１
つ
。
「
宵
越
し
の
銭
は
持
た

ぬ
」
、
そ
の
日
に
稼
い
だ
お
金
を
全
て
使
い
切
る
の
が
日
常

で
、
『
華
の
ご
ん
ぞ
う
』
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
お
店
の
人
気

者
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 
 

 

名
前
の
由
来
は
確
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
仲
士
（
港

湾
労
働
者
の
総
称
）
に
「
権
蔵
」
と
い
う
者
が
お
り
、
喧
嘩

が
強
く
、
ハ
ン
サ
ム
。
さ
ら
に
義
理
人
情
に
篤
い
男
の
中
の

男
だ
っ
た
た
め
、
『
ご
ん
ぞ
う
』
と
称
す
る
こ
と
を
誇
り
に

し
た
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。
そ
れ
が
呼
び
名
の
発
祥
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

１
３
４
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
６
２
０
㎏
】 

社
会
福
祉
法
人 

ま
ど
か
（
若
松
区
）【
３
７
５
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）【
３
６
５
㎏
】 

 

 

 

 

 

お
き
な
か
し 



 

 
 
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
た
な
参
加
団
体 

  

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

    
 

 

 

２
０
１
１
年 

 

８
月
号 

 
 

 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

永
犬
丸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

７
月
３
１
日
、
永
犬
丸
校
区
で
は
『
初
め
て
』
の
夏
祭

り
が
開
催
。
八
枝
校
区
か
ら
分
裂
し
、
永
犬
丸
校
区
と
な

っ
て
１
３
年
目
。
全
国
で
少
子
化
傾
向
が
続
く
中
、
地
域

開
発
が
著
し
い
こ
の
校
区
で
は
、
子
ど
も
の
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
夏
祭
り
開
催
の
目
的
は
、
子
ど
も
を
主
体
と
し

た
３
世
代
交
流
に
あ
り
ま
す
。 

     

催
し
の
メ
イ
ン
で
あ
る
神
輿
。
永
犬
丸
小
学
生
に
よ
る

手
作
り
で
す
。
小
学
校
の
中
の
空
き
部
屋
に
間
借
り
し
て

い
る
市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性
を
フ
ル
活
用
し
、
子
ど
も

た
ち
が
毎
日
、
時
間
の
あ
る
限
り
訪
問
し
て
製
作
。 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.80 

永
犬
丸
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

 

永
犬
丸
西
校
区
は
中
間
市
や
水
巻
町
と
隣
接
し
、
北
九

州
市
の
玄
関
口
の
１
つ
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
１
５
年
度
に
北
九
州
市
長
よ
り
「
路
上
違
反
広
告

物
除
去
認
定
証
」
を
受
け
た
『
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
永
西
』

の
メ
ン
バ
ー
１
７
名
が
、
電
柱
等
の
違
反
看
板
や
チ
ラ
シ

等
の
撤
去
を
行
い
、
ま
ち
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

     
 

 

清
掃
週
間
に
合
わ
せ
て
毎
年
１
０
月
に
、
い
き
い
き
子

ど
も
講
座
の
一
環
で
、
永
犬
丸
西
小
の
児
童
『
リ
ト
ル
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
隊
』
（
Ｈ
２
２
年
参
加
者
は
５
３
名
）
も

加
わ
り
、
ま
ち
美
化
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

 

 

第１回夏まつり 
（風 景） 

 

 

製作風景 
（市民ｾﾝﾀｰ内） 

「リトルクリーンア

ップ隊」のひとコマ 

電柱等の違反広告 

撤去作業 

 

『
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
ド
隊
』（
八
幡
西
区
永
犬
丸
西
校
区
） 

 
 

 

永
犬
丸
西
小
学
校
の
裏
山
に
位
置
す
る
切
塞
私
有
林
を

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
体
験
学
習
の
場
に
し
よ
う
と
、
平
成

１
７
年
秋
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
永
西
グ
リ
ー
ン
ガ

ー
ド
隊
」
が
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
森
の
安
全
を
守
る
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
で
す
。 

 

遊
歩
道
の
維
持
管
理(

柵
の
補
修
、
防
腐
剤
の
散
布)
・
下

草
刈
り
・
風
倒
木
等
の
撤
去
作
業
を
毎
月
２
回
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
臨
時
活
動
の
１
つ
が
、
小
学
校
５
年
生
へ
の
学

習
支
援
で
す
。 

体
験
学
習
の
場
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
。
こ
こ
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
植
物
の
生
長
観
察
（
ク
ヌ
ギ
の
木
を
育
て
た

り
）
、
カ
ブ
ト
虫
等
の
昆
虫
採
集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
が
森
へ
入
る
際
に
、
蜂
・
ヘ
ビ
等
の
危
険
を

回
避
す
る
こ
と
も
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
ド
隊
の
仕
事
の
１
つ
で

す
。
生
態
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
環
境
に
配
慮
し
て
、『
焼
酎
・

黒
砂
糖
・
酢
』
を
配
合
さ
せ
た
蜂
誘
引
捕
獲
器
を
自
前
で
作

成
・
設
置
し
ま
す
。
取
り
外
し
作
業
ま
で
を
含
め
、
小
学
生

と
共
に
行
う
こ
と
で
、
自
然
の
生
態
を
も
学
ぶ
場
に
し
て
い

ま
す
。 

 

子
ど
も
が
「
安
全
に
」
学
習
で
き
る
場
を
提
供
し
、
さ
ら

に
、
自
然
（
森
）
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

１
５
７
５
８
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

北
九
州
市
立
松
ヶ
江
南
小
学
校
（
門
司
区
） 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
９
１
０
㎏
】 

北
九
州
市
立
あ
や
め
が
丘
小
学
校
（
戸
畑
区
）【
５
１
０
㎏
】 

社
会
福
祉
法
人 

ま
ど
か
（
若
松
区
）【
４
４
５
㎏
】 

 

  

 

き
り
ふ
さ
ぎ 



 

 
 
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

    
 

 

 

２
０
１
１
年 

 

９
月
号 

 
 

 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

光
貞
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

藤
原
地
区
、
浅
川
学
園
台
と
新
旧
開
拓
地
が
入
っ
た
校

区
の
た
め
、
世
代
の
偏
り
が
少
な
い
地
区
で
す
。
し
か
し
、

大
き
な
国
道
で
区
切
ら
れ
、
住
民
同
士
の
交
流
行
き
来
が

少
な
い
、
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。 

     

地
域
共
同
企
画
と
し
て
、
毎
年
６
月
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
（
年
長
者
ク
ラ
ブ
）
と
光
貞
小
学
校
の
生
徒
（
栽
培

委
員
）
が
一
緒
に
な
っ
て
、
『
花
い
っ
ぱ
い
運
動
』
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
６
０
個
を
小
学
校

で
準
備
し
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
派
出
所
、
さ
ら
に
同

校
区
内
の
光
貞
小
・
中
学
校
、
公
民
館
に
提
供
し
ま
し
た
。 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.81 

枝
光
一
区
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
） 

 

 

地
域
住
民
の
拠
点
と
な
る
枝
光
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、

八
幡
東
区
役
所
と
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
の
中
間
に
あ
る

高
炉
台
公
園
の
東
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

 

若
い
世
代
の
自
治
区
会
加
入
に
つ
な
が
れ
ば
と
、
世
代

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
実
施
し
て
い
ま
す
。 

      

今
年
の
５
月
、
『
親
子
で
壁
画
！
塗
っ
ち
ゃ
い
ま
し

ょ
！
』
で
は
、
セ
ン
タ
ー
内
の
ス
ロ
ー
プ
壁
が
、
地
域
の

看
板
で
あ
る
レ
モ
ン
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
絵
で
埋
め
尽

く
し
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
年
長
者
ま
で
が
画
家
と
な

り
、
「
壁
画
版
レ
モ
ン
ロ
ー
ド
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

 

花いっぱい運動 
 in 光貞小学校 
 

 

散歩クラブ 
（兼 美化活動） 

末はゴッホか 

ピカソか・・・ 

壁画ワーク風景 

 

『
レ
モ
ン
ロ
ー
ド
』（
八
幡
東
区
） 

 
 

 

枝
光
南
市
民
セ
ン
タ
ー
前
の
通
り
は
７
８
０
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
９
３
本
の
レ
モ
ン
の
木
が
植
え
ら
れ
、
「
レ
モ

ン
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

高
齢
化
が
進
み
、
空
き
地
や
空
き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
フ
ル
ー
ツ
の
実
る
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ス
ロ
ー
プ
（
果
実
の
小
路
）
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
平
成
１
４
年
、
ち
ょ
う
ど
１
０
年
前
の
こ
と

で
す
。
た
だ
、
最
初
は
カ
ボ
ス
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
等
、
レ
モ

ン
で
は
な
い
品
種
を
育
て
て
い
ま
し
た
。 

平
成
１
６
年
１
０
月
、
「
子
ど
も
達
も
活
動
に
巻
き
込
ん

で
レ
モ
ン
の
道
路
を
作
ろ
う
」
、
と
『
果
樹
支
え
隊
』
の
発

足
が
レ
モ
ン
へ
の
転
機
で
す
。
活
動
普
及
が
早
か
っ
た
の

は
、
お
手
伝
い
と
考
え
て
い
た
子
ど
も
達
が
、
手
作
り
で
「
オ

ー
チ
ャ
ー
ド
ス
ロ
ー
プ
」
の
看
板
を
立
て
、
通
り
を
行
く

人
々
に
レ
モ
ン
の
木
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
し
た
。 

 
 

 

平
成
２
０
年
に
初
収
穫
（
レ
モ
ン
は
実
に
な
る
ま
で
３
年

か
か
る
）
。
平
成
２
１
年
は
１
０
０
０
個
以
上
で
豊
作
で
し

た
。
も
う
す
ぐ
４
回
目
の
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
す
。
収
穫
し

た
レ
モ
ン
は
、
文
化
祭
で
ホ
ッ
ト
レ
モ
ン
と
し
て
振
る
舞
わ

れ
、
地
域
住
民
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
レ
モ
ン
」
。
発
足
時
で
あ
る
１
０
年
前

の
期
待
を
上
回
る
明
る
い
町
と
な
り
、
「
レ
モ
ン
育
て
て
、

深
ま
る
地
域
の
絆
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
『
レ
モ
ン
ロ
ー

ド
』
を
中
心
に
、
活
動
の
輪
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

１
７
８
１
６
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
８
０
０
㎏
】 

社
会
福
祉
法
人 

ま
ど
か
（
若
松
区
）【
６
１
５
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）【
４
５
０
㎏
】 

 

  

 



 

 
 
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

     
 

 

 

２
０
１
１
年 

 

１
０
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

霧
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

文
化
祭
の
目
玉
の
１
つ
「
も
ら
っ
て
ね
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

バ
ザ
ー
で
は
な
く
無
償
提
供
。
周
辺
住
民
が
持
ち
寄
っ
た

服
や
お
も
ち
ゃ
を
、
１
０
０
名
以
上
の
住
民
で
リ
ユ
ー

ス
。
４
年
続
く
こ
の
活
動
は
、
今
年
、
「
第
５
回
北
九
州

市
３
Ｒ
活
動
推
進
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

     

受
賞
に
際
し
、
子
供
達
が
遊
び
な
が
ら
環
境
を
学
ぶ

『
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ふ
れ
あ
い
エ
コ
ま
つ
り
』
も

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
お
か
し
の
袋
や
紙
パ
ッ
ク
を
使
い
、

昆
虫
や
花
、
封
筒
な
ど
を
製
作
。
今
年
は
、
小
学
生
を
中

心
に
６
０
人
が
参
加
し
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.82 

竹
末
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

 

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
『
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ 

竹
灯
ま
つ
り
』
。
年
配
者
と
子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
子

供
達
が
地
域
行
事
に
参
画
で
き
る
素
材
と
し
て
選
ば
れ

た
の
が
竹
で
し
た
。
絵
や
字
を
書
く
年
配
者
、
そ
れ
を
手

伝
う
子
供
た
ち
。
結
果
、
５
年
目
と
な
る
今
年
の
８
月
、

２
０
０
個
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
と
う
ろ
う
」
を
灯
し
ま
し
た
。 

 
 

     

住
民
５
０
０
人
に
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
４
つ

の
要
因
（
体
、
心
、
食
、
医
療
予
防
）
を
導
き
出
し
、
ま

ず
は
体
作
り
。
今
後
は
他
の
３
つ
に
も
挑
戦
し
ま
す
。 

 

 

（争奪戦です！） 
もらってねコーナー 

 

エコ工作（ふれあ
いエコまつり） 

健康つくり 

（ウォーキング） 

美しさに感動！ 

竹灯まつり 

 

『
北
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
２
０
１
１
』 

 
 

 

１
０
月
１
日
～
２
日
、
北
九
州
市
役
所
前
の
勝
山
公
園
で

開
催
さ
れ
た
エ
コ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
は
、
２
０
０
１
年
の
北

九
州
博
覧
祭
か
ら
生
ま
れ
、
今
年
で
１
０
回
目
。
市
民
主
体

の
様
々
な
環
境
活
動
や
催
し
等
を
行
う
西
日
本
最
大
の
環

境
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
「
ご
み
を
出
さ
な
い
」

だ
け
で
な
く
、
「
電
気
を
使
わ
な
い
」
エ
コ
イ
ベ
ン
ト
へ
と

進
化
し
て
い
ま
す
。 

 
 

     

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
２
０
０
６
年
か
ら
参
加
（
５
回
目
）。 

「
身
近
に
出
来
る
エ
コ
ラ
イ
フ
の
実
践
・
提
案
」
の
趣
旨
に

添
う
よ
う
、
毎
年
、
小
・
中
学
校
の
空
き
缶
回
収
活
動
の
事

例
や
、
ス
チ
ー
ル
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ロ
ー
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
集
め
ら
れ
た
空
き
缶
が
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
姿

を
変
え
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
効
果
が

ど
れ
く
ら
い
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
、
「
知
ら
な
い
こ

と
を
数
字
で
分
か
り
や
す
く
」
を
心
掛
け
な
が
ら
説
明
・
案

内
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
小
中
学

校
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
（
空
き
缶
を
題
材
と
し

た
環
境
活
動
）
実
績
な
ど
を
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

１
５
９
１
９
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
１
０
６
０
㎏
】 

社
会
福
祉
法
人 

ま
ど
か
（
若
松
区
）【
４
８
０
㎏
】 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
）【
３
６
０
㎏
】 

 

 

 

 

北
交
大
和
タ
ク
シ
ー
㈱
（
戸
畑
区
） 

 

 

 

出展風景 

塗り絵コーナー 

（出展ブース内） 



 

 
 
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

     
 

 

 

２
０
１
１
年 

 

１
１
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

穴
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

毎
年
１
０
月
、
穴
生
鷹
見
神
社
で
戦
没
者
の
慰
霊
碑
献

花
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
子
供
達
に
平
和
を
伝
え
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
行
事
で
す
。
昭
和
５
６
年
の

秋
に
は
、
「
住
み
よ
い
、
楽
し
い
郷
土
」
・
「
新
し
い
街
づ

く
り
」
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
『
穴
生
ま
つ
り
』
が

創
設
さ
れ
、
今
年
で
３
１
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

     

他
に
、
折
尾
神
楽
、
御
神
輿
巡
業
や
地
元
企
業
も
多
数

参
加
す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

２
日
間
で
来
場
者
は
延
べ
１
万
５
千
人
を
超
え
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
隊
２
５
０
名
が
ま
つ
り
を
支
え
ま
す
。 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.83 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

 

あ
じ
さ
い
（
６
月
）・
ひ
ま
わ
り
（
８
月
）・
さ
く
ら
（
３

月
）
、
冠
と
な
る
花
が
見
頃
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
『
花

の
３
大
祭
り
』。
地
域
主
催
型
で
全
て
自
前
の
祭
り
で
す
。

特
に
あ
じ
さ
い
の
花
は
、
地
域
住
民
の
提
供
で
ま
か
な
わ

れ
、
１
番
歴
史
の
長
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

      

来
場
者
は
各
祭
り
で
延
べ
６
０
０
名
。
年
代
格
差
を
感

じ
な
い
交
流
を
目
指
し
、
園
児
・
小
学
生
に
よ
る
演
奏
を

主
に
、
外
部
の
演
奏
団
体
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
（
６
月
）
、

そ
う
め
ん
流
し
（
８
月
）
と
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
を
取

り
そ
ろ
え
、
満
開
の
花
を
背
景
に
賑
わ
い
ま
す
。 

 

 

会場風景 
（風船の争奪戦） 
 

 

太鼓演技・八養太鼓 
（八幡特別支援学校） そうめん流し 

（ひまわり祭り） 

熊西保育園児 

鼓笛演奏！ 

 

『
１
０
０
万
人
』
（
若
松
区
） 

 
 

 

１
０
月
２
１
日
、
「
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
」
の
見
学
者
が

１
０
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
１
２
年
６
ヵ
月
で
の
達
成

で
す
。
エ
コ
タ
ウ
ン
見
学
を
管
理
・
運
営
す
る
エ
コ
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
（
若
松
区
向
洋
町
）
で
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
１
０
０
万
人
目
は
、
団
体
で
見
学
に

来
ら
れ
た
若
松
中
央
小
学
校
の
４
年
生
６
８
人
。
式
典
で
、

北
橋
市
長
よ
り
認
定
証
や
花
束
が
渡
さ
れ
、
児
童
代
表
２
名

が
市
長
と
一
緒
に
く
す
玉
を
割
り
、
達
成
を
祝
し
ま
し
た
。 

  

エ
コ
タ
ウ
ン
見
学
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
近
年
は

海
外
か
ら
の
視
察
も
増
え
、
２
０
１
０
年
度
に
は
年
間
１
０

万
人
を
超
え
ま
し
た
。
（
空
き
缶
工
場
単
独
で
は
、
年
間
約

４
千
人
で
す
。
） 

  

北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
は
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
指
し

た
「
エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
」
を
日
本
で
最
初
に
承
認
さ
れ
た

地
区
で
あ
り
、
若
松
区
北
部
の
埋
め
立
て
地
が
そ
の
中
心
地

で
す
。
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
２
８
の
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
が
立
地
す
る
国
内
最
大
級
の
環
境
産
業
集
積
地
で
、
本

活
動
で
集
め
ら
れ
た
空
き
缶
も
同
エ
コ
タ
ウ
ン
内
で
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

１
４
６
４
４
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
７
２
０
㎏
】 

社
会
福
祉
法
人 

ま
ど
か
（
若
松
区
）【
５
０
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）【
２
９
０
㎏
】 

北
交
大
和
タ
ク
シ
ー
㈱
（
戸
畑
区
） 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                

新
た
な
参
加
団
体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

    
 

 

 

２
０
１
１
年 

 

１
２
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

八
枝
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

全
住
民
が
健
康
で
あ
る
事
、
さ
ら
に
子
供
達
が
ふ
れ
あ

う
機
会
を
作
り
交
流
を
盛
ん
に
す
る
事
、
を
念
頭
に
、
平

成
２
３
年
、
校
区
初
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。 

『
元
気
発
進 

笑
顔
で 

八
枝
』 

今
年
、
八
枝
地
区
は
変
革
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

     

様
々
な
地
域
部
会
を
立
ち
上
げ
、
屋
内
外
で
の
活
動
を

増
や
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
一
環
で
、
毎
朝
ラ
ジ

オ
体
操
を
、
近
隣
病
院
の
協
力
の
下
、
希
望
者
全
員
へ
体

力
測
定
を
実
施
。
ま
た
、
子
供
た
ち
用
に
４
０
０
㎡
の
土

地
を
借
り
、
菜
園
作
り
を
体
験
中
で
す
。 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.84 

錦
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
門
司
区
） 

 

 

錦
町
校
区
は
レ
ト
ロ
街
や
門
司
港
を
含
む
広
範
囲
な

校
区
で
す
。
関
門
海
峡
の
花
火
大
会
や
門
司
港
レ
ト
ロ

（
街
並
み
）
な
ど
、
観
光
地
と
し
て
有
名
で
、
観
光
客
数

は
年
間
２
０
０
万
人
を
超
え
ま
す
。
「
時
代
の
流
れ
か
ら

生
ま
れ
た
観
光
地
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。 

 

    
現
在
、
新
幹
線
が
整
備
さ
れ
、
北
九
州
の
拠
点
は
小
倉

区
へ
と
移
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昔
は
、
北
部
九
州
を
統

括
し
て
い
た
国
鉄
九
州
支
社
（
跡
地
／
九
州
鉄
道
記
念

館
）
や
毎
日
新
聞
社
な
ど
の
大
手
企
業
が
、
錦
町
に
あ
る

門
司
港
周
辺
に
拠
点
を
構
え
る
企
業
街
で
し
た
。 

 

 

朝のラジオ体操 
（365 日休みなし） 
 

 

八枝ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌｧｰﾑ 
（体験学習の場として） 

九州鉄道記念館 

（道路を挟んで前が錦

町市民センター） 

門司港レトロ 

 

『
門
司
み
な
と
祭
り
の
歴
史
』
（
門
司
区
） 

 
 

 

日
本
３
大
み
な
と
祭
り
の
１
つ
で
あ
る
港
都
門
司
の
伝

統
行
事
『
門
司
み
な
と
祭
り
』
は
、
昭
和
９
年
、
商
工
会
議

所
会
頭
の
音
頭
に
よ
り
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
時
、
大
連
定
期
航
路
や
天
津
航
路
が
開
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
門
司
港
は
、
国
際
港
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ

り
、
船
に
関
係
す
る
出
し
物
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

戦
争
に
よ
る
中
断
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
２
２
年
に
は

復
活
。
戦
前
の
船
会
社
の
祭
り
か
ら
、
旧
国
鉄
や
地
元
企
業
、

商
店
街
な
ど
が
加
わ
り
、
門
司
港
周
辺
地
域
に
及
ぶ
町
中
心

の
祭
り
へ
と
変
遷
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

 

平
成
１
０
年
に
は
、
海
峡
４
都
市
の
祭
り
【
ね
ぶ
た
祭
り

（
青
森
市
）・
い
か
踊
り
（
函
館
市
）・
平
家
踊
り
（
下
関
市
）・

大
理
山
笠
（
門
司
区
）
】
が
門
司
区
に
集
結
し
た
こ
と
も
あ

り
、
一
層
の
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。 

 
 

 

長
い
伝
統
の
あ
る
門
司
み
な
と
祭
り
は
、
平
成
２
３
年
５

月
、
第
６
８
回
目
を
数
え
ま
し
た
。
現
在
で
は
市
民
参
加
型

の
行
事
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
団
体
が
参
加
す

る
祝
賀
パ
レ
ー
ド
（
北
九
州
水
上
警
察
や
消
防
局
も
参
加
）

を
は
じ
め
、
ミ
ス
ポ
ー
ト
門
司
の
選
出
、
バ
ナ
ナ
の
叩
売
り

な
ど
多
種
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

（
※
日
本
３
大
み
な
と
祭
り
）
横
浜
、
神
戸
、
門
司 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

１
５
２
５
４
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
５
５
０
㎏
】 

社
会
福
祉
法
人 

ま
ど
か
（
若
松
区
）【
３
８
０
㎏
】 

牧
山
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）【
３
０
０
㎏
】 

沼
新
町
す
み
れ
会
（
小
倉
南
区
） 

日
産
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
九
州
㈱ 

 

 

 

 

 


